
『ボヴァリー夫人』における3つのく時〉

佐々木　順子

　　　　　　　　　　　　　　　　1

tロベールのく不動性〉については動作の停止に関する研究がほとんどである。

（たとえば『感清教育』の不動性に関する多数の研究もほとんどはこの類であろう。）

『ボヴァリー夫人』に見られる30余あるimmobileという言葉もすべて動作の

停止を表わしている。

たとえば，

丑s［L60n　et　Emma】rest6rent　assis　l’un　en　face　de　1，a嘘e［．．．】㎞mob∬es，

san・pa・1e・（1）．

「彼ら一レオンとエンマーはお互い向き合って一言も話さず，みじろぎもしない

ですわっていた。」

これは確かに緊張した場面である。そしてこれは動作の一瞬の停止であると同時

にGenetteがこの「沈黙」についてくle　r6cit　semble　se　taire　et　se　fige「

sous　ce　que　Sartre　apPellera　1θ97αηd　7θ9α7dρ6〃加ση∫　dθ∫　cho∫8∫（2）〉と

述べているように，r6citの停止でもある。

それではく時間〉のimmobilit6についてはどのようになっているであろうか。

G．Pouletはラシーヌの時間について①temps　discontinu②temps　continu

③temps　intempore1という3つの段階があると述べている（3）が，　rボヴァリー夫

人』のく時間〉の観念の中にも3っの異なる要素が含まれているように思われる。

つまり①temPs　lin6ah’e（tempsは直線的なものだが，他のものと区別するため敢

えてこの修飾語を用いる）　②temps　r6current（規則正しく繰り返す時間）　③

temps　immobileの3つである。

それではこの3っのく時〉にはそれぞれどのような特徴が見られるだろうか。①

と②は流れ去る時間であり，③はそれに対立するdur6eのない完全なc廿cularit6
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の世界である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　皿

u．Brombertがそのη～εノVoyθ130アFZα励ε7’の中でくThis　double　perspecti一

ve，　d「amatic　and　narrative，　constitutes　the　basic　Flaubertian　unit（4）〉と述

べているように，narrationとdescriptionという区別が通説と言ってよいであろう。

これに対しG．Genetteはプルーストの作品に関してくalternance，　celle　de　ri一

t6ratif　et　du　singulatif（5）〉すなわち動作の回数という観点から論じている。

ここでフロベールのこの作品をit6ratifとsinguratifという点一動作の回数によ

る分類一に注目して，temps　lin6aireとtemps　r6currentとの関係を検討してみたい

と思う。

『ボヴァリー夫人』における出来事（6v6nements）を一度だけのものと，繰り返

される行為に区別して，時間との関係を調べてみよう。

①一度だけ行われる行為とtemps　lin6a廿eの関係一別表（1）参照。

〈日付け〉はフロベールのこの作品において極めてあいまいであり，シャルルの

父が退役した1812年からオメが国王に請願する一従って1848年以前一く11adressa

meme　au　souverain　une　p6tition（6）》一という大まかな年代しかわからないので

あるが，一度だけの出来事には別表のようにほとんどune　nuit，　un　matin，　un

jourなどが示されているし，　le　lendemain，2jours　aprさsなどのく日付け〉に

より示されている2つ（3つ）の事件はほとんど何らかの因果関係を示していると

いうことができる。

従って6V6nementSの流れ，つまりr6Citとく直線的な時間〉の流れは平行して

いるということができるだろう。

②それではsouventにより示される6v6nementsとtemps　r6currentの関係は

どうであろうか。

別表（2）のく村人の生活〉とくエンマの生活〉を見てみよう。
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〈村人の生活〉は大きく分けて，〈日〉周期のもの，〈週〉周期のもの，〈年〉

周期のものに分けられるように思われる。これは完全に＜temps　r6current＞の世

界である。

一方souventに代表される，繰り返される6v6nements一たとえばエンマは「し

ばしば」デッサンをし（り「しばしば」舞踏会からの帰りに拾ったたばこ入れをなが

める（8）など一は，エンマの朝シャルルを見送り（9），午後は2階の部屋でひとり（10），

夕方は夕食の用意とだんらん（11）という日課に対して，例外を示しているか，あるい

は単なる動作の繰り返し（r6P6tition）を示しているので，〈規則正しい時間〉

（temps　r6current）とは無関係といえるのではないだろうか。

今までは動作と時間の観点からこの2っのく時間〉をながめてみたのであるが，

Th6mesの観点から検討してみると，どのようになるであろうか。

①temps　lin6aireにしばしば登場するテーマはfuite（流れ去ること）とdiscon一

tinuit6（不連続性）である。

この作品でく川〉は流れ去るく時〉のイメージを表している。

エンマとレオンが乳母を訪ねて帰る途中，2人は自分たちの恋愛に酔っているの

であるが，〈川〉に沿ってヨンヴィルに帰ってくる（1？またレオンがパリへ去った

後も〈La　rivi6re　coulait　toujours（13）〉，ロドルフとの恋愛においてもく川〉へ

の言及が見られる。＜Ils　entendaient　derri色re　eux　la　rivi6re　qui　coulait（14）》，

〈comme　la　riviere　qui　coulait（15）〉。エンマが死んだ後もくOn　entendait　le

9・・m・・m・・ed・1・・i・i6・e　qui・・ul・it（16）〉。

このようにく川〉は人の生死にかかわりなく，常に流れ去るく時〉を表している

ように思われる。

ところで前述した一度だけの6v6nementsにもfuiteのテーマは見られる。日が

さ（ombrelle）の場面で，＜1es　gouttes　d’eau，　une　a　une　tomber　sur　la　moire

tendue（17）》，ルオーが自分の妻の思い出についてく9a　a　cou16　brin　a　brin，

miette　a　miette（18）〉と語るのはその例である。

また，とりかえしのつかない過去に対する悲哀の感情については，シャルルとエ

ンマの結婚式に関してルオーおやじが自分たちの結婚式を思い出す場面，＜Comme
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c，6tait　vieux　tout　cela！1．．．111　se　sentit　triste　comme　une　maison　d6meu一

bl6e（19）〉，レオンがヨンヴィルを去った後のエンマの夢想，　＜C・6tait　cette

reverie　que　1’on　a　sur　ce　qui　ne　reviendra　plus（20）≧ルオーおやじの手紙を

読んでエンマは実家のことを思い出す，＜Comme　n　y　avait　longtemPs　qu’ene

n，Utait　plus　aupr6s　de　lui【．．．］Quel　bohheur　dalls　ce　temps－la！【．．．】

Il　n’en　restait　plus　maintenant！（21）〉。シャルルの父の死は母ボヴァリーにと

って〈Les　pkes　jours　d’autrefois　lui　r6apparaissaient　enviables（22）〉，息子

のボヴァリーにとってはくil　s’6tonnait　de　sentir　tant　d’affection　pour　cet

homme　qu’il　avait　cm　jusqu’alors　n’aimer　que　tr6s　m6diocrement（23）〉，修道

院のそばを通りかかったエンマの感慨はくQuel　calme　dans　ce　temPs－la！com一

me　elle　enviait　les　ineffables　sentiments　d’amour　qu’eUe　tachait，　d’apr6s

des　livres，　de　se　figurer！（24）》またエンマの死に遭遇してシャルルはく11　fht

longtemps　a　se　rappeler　ainsi　toutes　les　f61icit6s　disparues，　ses　attitudes，

ses　gestes，1e　timbre　de　sa　voix．　Aprさs　un　d6sespo元r，　il　en　venait　un　autre，

，t　t。切。urs，　int。hssab1，m，nt，、。mm，1・・n・t・d・un・m・，6・qui　d6b・・d・（25）．》

などの例が挙げられよう。

もちろんsouvenirsはすべて悲しみをもたらすものではなく，例えば駈け落ちを

前にしてエンマたちは過去をふりかえるが，それは甘美な感情に満ちている。＜La

tendresse　des　anciens　jours　leur　revenait　au　c（£ur，　abondante　et　s皿encieuse

【…lavec　aut・nt　d・m・lessequ・，n・pP・丘。itl，p・・蝕mdesse・ing。・（26）．〉

また思い出はすべて過ぎ去り，跡形も残さないのではなく，ルオーおやじが言う

ように　くc’est　descendu，　je　veux　dtre，　car層ivous　reste　toujours　quelque

chose　au　fond，【．．．】un　poids，　la，　sur　la　poitrine！（27）〉，またロドルフの思

い出は　くQuant　au　souvenir　de　Rodolphe，　elle　l’avait　descendu　tout　au

fond　de　son　c（£ur；et　il　restait　la（28）〉。これはフロベール自身の考え方でも

ある。

一方discontinuit6（「過去と現在との意識面での一心理的な一断絶」の意）につ

いては，舞踏会でエンマが窓ガラスの割れる音にうしろをふりかえり，のぞき込ん

でいる人々を見て自分の過去を思い出すが，＜aux　fulgurations　de　Pheure　pr6一

sente，　sa　vie　pass6e，　si　nette　jusqu’alors，　s’6vanouissait　tout　entiξ｝re，　et　eUe
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doutait　presque　de　1・avoir　v6cue（29）〉。また自分の家に帰り，　＜Qui　donc

6cartait，　a　tant　de　distance，1e　matin　d’avant－hier　et　le　soir　d’aujourd’hui？

Son　voyage　a　la　Vaubyessard　avait　fait　un　trou　dans　sa　vie（30）〉。　トスト

からヨンヴィルへの引越しは彼女にとってくinauguration　d’une　phase　nouve1一

1e（31）〉をもたらすと期待し，ロドルフとのランデヴーから帰ってきたエンマは鏡を見

て〈Quelque　chose　de　subti16pandu　sur　sa　personne　la　transfigurait（32）〉

などの例が挙げられる。このことに関してはフロベール自身，＜Mais　quelque　chose

de　plus　farce　encore，　c，est　l’abime　qui　nous　s6pare　de　llous－memes（33）〉

と述べているところである。

②他方temps　r6currentに見られるテーマはenferm6とcontinuit6（心理的な

連続性）であろう。

例えば　くC’6tait　comme　une　poussiさre　d’or　qui　sablait　tout　du　long　le

petit　sentier　de　sa　vie（34）〉，＜Il　connaissait　l，existence　humaine　tout　du

10ng，　et　il　s，y　attablait　sur　les　deux　coudes　avec　s6r6nit6（35）レシャルルの

場合一とか，＜Elles【les　memes　joum6es］　allaient【…1．se　suivre　ainsi　a

laf丑e（36）〉一エンマめ場合一などはこの例であろう。

しかしながら，シャルルにとってそれがく安堵〉の気持なのに比べて，エンマや

レオンにとってそれは〈accablement（37）〉であり，〈chagrin（38）〉をひきおこす

ものでしかない。

一方enferm6のテーマは主にエンマに関するものである。＜L’avenir　6tait　un

、。㎡d。，t。utn。廿，，tquiav樋t。uf・nd・ap・・t・bi・nf・・m6・（39）》とか，

〈elle　remontait，　fermait　la　porte，6talait　les　charbons（40）〉あるいはくene

le［pemlquier　de　Tostes】voyait　toujours　la，　comme　une　sentinelle　en
faction（41）〉，＜　Est－ce　que　cette　mis6re　durerait　toujours？　est－ce　qu’elle

n’en　sortirait　pas？（42）〉などはその例であろう。

エンマにとってこれは出口のないものであり，　＜enllui　l…　】10urd（43）》をも

たらすものにすぎない。
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皿

それでは③のtemps　immob且eについて検討してみよう。

エンマのボヴァリスムは有名であるが，彼女の恋愛観にはどのような要素が含ま

れているであろうか。

次の3っの要素が考えられよう。

①lieu　（場所についてのボヴァリスム）

②mots（ことばについてのボヴァリスム）

③temps（時間についてのボヴァリスム）

それぞれの要素について検討してみよう。

1）エンマは恋愛に適した土地があると考えている。

代表的な例はくPour　en　lla　lune　de　mie1】go飢er　la　douceur，　il　eOt　fallu，

、an，　d。ut，，、・，側1，・v，・，　ce・p・y・an・ms　s・n・・e・（鱈㌧あるいは，＜N，

fallalt－U　pas註1，amour，　comme　aux　plantes　indiennes，　des　terrains　pr6par6s，

une　temp6rature　particuli6re？（45）》などがあるが，他にも10数箇所指摘できる。

この考えは，ロドルフと駈け落ちを試みようとし一くNous　irions　vivre　ailleurs（46）》

一あるいは借金の申し込みにレオンの所ヘエンマはやってくるが，部屋に通そうと

するレオンに対してエンマが〈Oh！non，　la・bas，　chez　nous（47）〉という短いこ

とばの中にも表現されている。

2）エンマは恋愛に適した言葉があると考えている。

まずエンマ自身が気どった言い方をしている。

小犬に〈Allons，　baisez　ma宝tresse（48）〉，あるいはロドルフに対して　くUn

amour　comme　le　n6tre　devrait　s’avouer査la　face　du　ciel！（49）》　，一方レオン

はエンマを＜dame＞と考える。

そして，舞踏会での人々の会話に聞き耳をたて（50≧レオンとの会話（51≧　ロドル

フとの農業祭での会話（52≧破局を招く手紙（53％こ至るまですべてく恋愛にふさわしい

言葉〉（fataUt6（54），　fleurs，　vers，　lune，6to丑esなど（55））で色どられ，逆にシャル
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ルの会話は〈Plate　comme　un　trottoir　de　rue（56）〉となってしまうのである。

3）そしてエンマは恋愛には特有の時間（temps　sans　dur6e）があると考えている。

α）シャルルとの結婚生活においてエンマを失望させるもの一それはr6gularit6

であり，習慣となってしまったamourである。

Ses【Charles　l　expansions　6taient　devenues　r6guh6res；皿1’embrassait　a

de　ce・t・血・・h・u・e・．　C・6t樋t　un・h・bitud・p訂mi　1・・au廿・・（57）．

ゐ）またロドルフとの恋愛において，駈け落ちの前数日間エンマは夢想にふけるの

であるが，＜Cependant，　sur　l’㎞mensit6，de　cet　avenir　qu’elle　se　faisait　ap一

paraミtre，　rien　de　particulier　ne　surgissait；les　jours，　tous　magnifiques，　∫ε

アθ∬θ7肋Zα∫θ雇co〃2η2θdθ3πo’3（58）〉（イタリック筆者）という一節にはこの

＜temps　immob皿e＞が表明されているのではないだろうか。

4）こうした恋愛におけると同時に，フロベールのこの作品ではエンマの修道院生

活もこのく時〉を表しているといえよう。

かべに囲まれ，俗世界の物音くauわ漉∫Zo∫η’α∫ηde　quelque　fiacre　attard6

qui　roulait　encore　sur　les　boulevards（59）〉（イタリック筆者）がほとんど聞こ

えないこの隔絶された世界には，俗世間とは別のく時間〉があるとエンマが考える

のも納得できよう。

後に述べるように，エンマは母の死の悲しみがうすれていくことに関して，＜EUe

s，en　ennuya，　n，en　voulut　point　convenir，　continua　par　habitude，　ensuite

par　vanit6，　et　fut　enfin　surprise　de　se　sentir　apais6e（60）〉のように深いおど

ろきを味わい，これが彼女に修道院を去らせる原因の一つになったのではないだろ

うか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　w

ｻれではこの3つの〈時〉は構造的にどのようにかかわっているだろうか。
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前述のラシーヌのく時〉と対照させて図式化してみると，次のようになるだろう。

Temps　Racinie11 Temps　Flaubertie11

Temps血tempore1
sans

temps　immob皿e（amour） dur6e

Temps　continu
⑥　　　　　　　　②　　5

③ ①
temps　lin6ahle temps　r6CUπent dur6e

Temps　discontinu ④

（amour）

〈現実〉とく非現実〉の区別では，〈現実〉．

における2っのく時〉が生かされないし，ま

たtemps　immobileにはく現実〉の修道院生

活も含まれると考えたい。

以下この一方から他方への移行の特徴にっいて順次述べてみよう。

1）temps血16aireからtemPs　r6currentへ

例えば舞踏会の思い出について，＜Ah！皿yahuit　jours［…】il　y　a　quinze

hours【…　」　il　y　a　trois　semaines，　j’y　6tais！Etρθπ∂ρθπles　physiono一

mies　se　confondhent　dans　sa　m6moire（61）〉（イタリック筆者），あるいはレオ

ンがヨンヴィルを去った後，エンマがレオンについて思い出す場面で，＜Cepen一

dant　les　flammes　s’apais合rent，　soit　que　la　provision　d’elle－meme　s’6puisat，

ou　que　1’entassement　fUt　trop　comsid6rable．　ramour，ρθμδρθ祝，　s’6teignit

P、，r。b、ence，1，・egret・・6t・uff…u・1・励∫’・d・価2）〉（イタリック筆者）

などに見られるように，この移行は漸進的に行われている。

2）temps㎞mobileからtemps　r6currentへ

この例はかなり多い。

＠たとえばすでに引用したくSes　exPansiolls　6taient　devenues　768〃1ゴδ7θ∫∫i1
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1・，mb，assait　a　de　ce，t。血，、　h，ure、．　C・6t、it　un，ん。わ伽d。　P。，mi　1。、　aut・e・（63）〉

（イタリック筆者）

⑤あるいはくsi　biell　que　leur　gralld　amour，　oh　elle　vivait　plong6e，　panlt

se　dim圭nuer　sous　elle，　comme　l’eau　d’un　fleuvre　qui　s，absorberait　dans

son　lit，　et　elle　apergut　la　vase（64）〉。この文章においてはdescenteのテー

マが見られる。

◎あるいはくcela　se　balangait　a　l㌔ohzon，　inf血i，　harmonieux，　bleuatre

et　couvert　de　solei1．　Mais　1・enfant　se　mettait　a　tousser　dans　son　berceau（65）》。

この1），2）ともに場所的移動はみられない。

3）temps　lin6aheからtemps　immobileへ

代表的なのはロドルフとの逢引き，シャルルとの結婚，聖体拝領などであり，こ

れらはすべてascensionのテーマが見られる。

une　immensit6　bleuatre　l’entourait，1es　sommets　du　selltiment　6ttncelaient

sous　sa　pens6e，　et　1’existence　ordinajぼe　n’apParaissait　qu’au　loin，∫o㍑∫θηわα∫，

dans　l’ombre，　entre　les　intervanes　de　ces加麗εμr5（66）．

elle　poss6dait　enfill　cette　passion　merveilleuse　qui　jusqu’alors　s’6tait

tellue　comme　un　grand　oiseau　au　plumage　roseρZαηαη’dalls　la　splendeur

des　c∫θ1∫　po6tiques（67）

mui、emb1。　qu，・・n　etre，醒・・伽’vers　Di・u（68）（イタリック筆者）

4）temps　r6currentからtemps血n6a廿eへ

エンマがヴォービエッサールの舞踏会の通知を受けとる際，＜Mais，　vers　la　fi11

一104一



d・・ept・mb・e，　qu・1que　ch・・e　d’・xp・a…㎞瓠・e’・励・d・ns　sa　vi・（69）》（イ

タリック筆者）と述べられているように，この移行は突然に行われる例がほとんど

である。

エンマにとってこの移行は願望の対象になっている。

Les　autres　existences，　si　plates　qu’elles　fussent，　avaiellt　du　moins　la　chance

d，un　6v6nement．　Une　aventure　amenait　parfois　des　pεrip6ties　a　l’infilli，　et

1e　d6cor　changeait．　Mais，　pour　elle，　rien　n・ardvait（70）

レオンにとっては魅惑とおそれの対象になっている。

Cependant，　la　perspecdve　d’une　situadon　nouvene　rε1ア》rαアσご1　autant

qu’e皿e　Ie　56d傭σ〆71）　　　　　　　　　　　　　　　（イタリック筆者）

そしてこの移行は場所的移動を伴うことが多い。

舞踏会は代表的なこの移行の例であるが，エンマたちはヴォービエッサールの城

へと出かけていくし，ヨンヴィルへの引越しはエンマにとってくcomme　l’inaugU一

ration　d’une　phase　nouvelle（72）》である。

5）temps　immobileからtemps　lin6aireへ

例えばくe11e　vivait　comme　perdue　dans　la　d6gustation　anticip6e　de　so11

bollheur　prochain（73）〉が挙げられる。

6）temps　immobileからtemps　lin6aireへ

前述した母の死に関してエンマが味わうくd6ception》が代表的な例である。

また駈け落ちが不首尾に終わった時，エンマはtemps　immob皿eからtemps

1in6aireへつきおとされ（chute），病気になってしまう。

レオンと毎週木曜日ルァンで逢引きしているエンマが，ルルーに対する借金のた

めに（この金貸し男にとってはまさに「時は金なり」であろう）ついに死に至らし
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められるのもこの移行を表わしているのではないだろうか。そしてエンマはこの

temps　immobneが全くの虚構であったことを思い知らされることになる。

2），5）の移行がゆるやかであるのに比べて3）は「至福（f61icit6）」であり，6）は

激しい失望というように，その移行は急激かつ強烈であるといえよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　V

tロベールは『ボヴァリー夫人』における時間について，このように表現してい

るのであるが，彼はこの3つのく時〉を同時に体得したわけではなく，順次にかく

とくしたといえるのではないだろうか。

1）temps　hn6血e

フロベールの〈過ぎ去る時間〉，〈流れ去り，定まるところのない時間〉という

イメージは，ロマン主義者たちのく時間のアトミスム〉（74）とは異なり，彼らの点に

対して線を表わしているといえるだろう。この考え方がよく表われているのは，ル

イーズ・コレとの文通（1846－49年，フロベールが近東旅行に出かけるまでの時

期）においてである。

Depuis　que　nous　nous　sommes　dit　que　nous　nous　aimions，　tu　te　demandes

d’otl　vient　ma　r6serve　a　ajouter＜pour　toujours．＞Pourquoi？C’est　que　je

devine　1・avenir，　mo二（75）・

Va，　je　t’aurai　bien　aim6e，　avant　que　je　ne　t・aime　plus（76）

Je　me　dis　toujours〔．．．1　qu’un　jour　viendra　ot1　nous　nous　s6parerons（77）

フロベールが言うように〈antith6se（78）〉のせいだとしても，知り合って1週間

にもならない恋人の手紙にしては妙であろう。

この頃フロベールは父や妹の死によってく流れ去る時間〉というものを体験した

一106一



ことも原因なのではないだろうか。

＜tout　s’en　va＞という言葉がくりかえし現われるのも，この頃である。

Comme　tout　s・en　va！comme　tout　s・en　va！（79）

Les　n（euds　les　plus　solidement鋤ts　se　d6nouent　d，eux－memes，　parce　que

la　corde　s・use．　Tout　s・en　va，　tout　passe；1・eau　coule　et　le　cα∋ur　oubhe（80）．

Comme　tout　se　d6gamit，　comme　tout　s’en　va，　quel　d6gel　continu　que　la

vie！（81）

Je　vis　seu1，　tr6s　seul，　de　plus　en　plus　seu1．　Mes　parents　sont　morts．　Mes

・mis　m，　quitt・nt・u・h・ng・nt（82）．

2）temps　r6current

1842～43年のパリへ法律の勉強に出かけた際のemuiは『書簡集』や『感情教

育』に顕著である。

Voici　quelle　est　ma　vie．　Je　me　l6ve　a　huit　heures，je　vais　au　cours，je　relltre

et　je　d6jeune　d’une　mani6re　tr6s㎞gale；je　travai皿e　jesqu’a　cinq　heures　du

soir，　heure　a　Iaquelle　je　vais　diner；avant　six　heures　je　suis　de　retour　dans　ma

chambre，　oh　je　m’y　divertis　jusqu’aminuit　ou　une　heure　du　matin．　A　peille　si

une　fois　par　semaine　je　descends　de　rautre　c6t6　de　l’eau　pour　aUer　voir　nos

am丞（83）．

そしてこのような生活を続けた結果が次のような手紙となって現われる。

Je　suis　tellement　agac6　qu’皿faut　que　je　me　dilate　un　peu　en　vous　6cdvallt．

Je　prends　jour　d6fillitivement　vendredi　prochain．　Je　veux　en　finir　le　plus

t6t　possible　parce　queραηθρθ初’ρα3（1μ7θ7ρZ初∫10η9’θηψ∫coη2〃zθρα．　」θ
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！ぎη〃rα∫3ραア’o〃めθ7dαη∫14η｛5孟α’d’ゴd∫oガ∫〃2εoπdθルアεπ7．【．．．】　Je　crois　que

je　serais　meme　content　si　j’6tais　refus6，　tallt　Zαy∫θσπθブθ配εηθdθρπ3∫∫κ

・θ細…膨蜘鋼・・6ρ傭（84）・　　　　（イタリック筆者）

フロベールはこのくたいくつな時間〉にっいても十分経験しているはずである。

3）temps　immob皿e

フロベールがdur6eのない完全なcircularit6という時間の観念をいつ体得した

かは疑問のあるところである。

近東旅行後再び文通を始めたルィーズに対してく皿n’yade　continuellement

bon　que　1㌔abitude　d’un　trava∬entet6（85）〉と「習慣」の効用を説くのは象徴

的である。

これはエンマ・ボヴァリーにとっての＜habitude＞とは異なり，＜Le　mouve一

mellt　est　arret6（86）〉の中でのhabitude一フロベールは　くcomme　un　marais

domlant（87）〉と形容している一であり，　dur6eのないcircularit6の世界を模倣

しているように思われる。

Ce　que　je　fais　aujour’hui，　je　le　ferai　demain，　je　1’ai　fait　hier．　J’ai　6t6

1e　meme　homme　il　y　a　dix　ans（88）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●撃＝@mieme　l　ma　vie】eSt　un　laC，　Ulle　mare　Stagnante，　qUe　rlen　lle　remue

et　oh　rien　n’apPara宝t．　Chaque　jour　ressemble　a　la　vei皿e：je　puis　dire　ce　que

j，fe面d・n・un　m・掴，　d・n・un・n（89）．

これらはその例として挙げられるのではないだろうか。

またく銀faut　que　je　sois　dans　ulle　immobilit6　comp16te　d’existence　pour

pouvoirεc血e（90）》におけるimmobilit6は，動作ではなく，時間のく不動性〉を

意味しているのではないだろうか。

このci1℃ularit6　sans　dur6eというく時間〉の観念は，フロベールの近東旅行に

よって強く印象づけられたと思われる。
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フロベールは「聖書」の世界がそのまま息づいているのを目のあたりにしたので

ある。

C・6tait　bien　la　ce　viei10rient（91）

1a　Bible　est　ici　une　peinture　de　mGeurs　colltemporaines（92）

そしてこのく時間〉の観念がフロベールにおいて完成するのは，自らをくmysti一

que＞にたとえるようになった時である。

Je　suis　mystique　au　fond　et　je　Ile　crois　a　rien（93）．

Je　viens　de　passer　une　bonne　semaine　seul　comme　un　ermite　et　tranquille

comme　ull　dieu（94）．

それまではこの＜habitude＞に従って生活する自分を＜ours　blanc＞と形容

している（9曾

クロワッセの隠者（ermite　de　Croisset）はつまりこのimmobilit6の中で生活し

ているということではないだろうか。

フロベールは『ボヴァリー夫人』においては主に「恋愛」の中に存在しているこ

のく不動性〉について言及しているのであるが，後には宗教的な時間に次第にひか

れていったと思われる。
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